
KS-1-7

OD7-9

IP1

NO.21L

KBM1

L2K245

K-2

R=
15
0

NO
.2
2+
1.
29
1

BC
.1

2K/
245

R=150

NO.23+61.736

EC.1

L2K245控

（既設）大西警報局

座標一覧

L2K3(H27)

R2K3(H27)H=5.842

H=5.568

NO
.2
2（

2K
2）

NO.23（2K3）

NO.21L(H23)

NO.21R(H23)H=5.916

A-1(H23)

KBM1(D-1)H27

H=6.125

Y
=1
042

00

Y
=1
043

00

Y=
104

20
0

Y=
104

30
0

X=93900 X=93900

0 20m10m

NO.20L(2k100付近) 94043.344

X Y H 備　考点　名

104125.639 4.679 H23金属鋲

NO.21L(2k300付近) 93880.610 104232.788 5.916

L2K3 93882.077 104232.979 5.842 H27金属鋲

KBM1（D-1） 93864.544 104232.064 6.125 H27金属鋲

H23金属鋲

A-1 93855.047 104225.292 - H23金属鋲

A-2 94120.636 104079.571 - H23金属鋲

L2K245

L2K245控

93923.379 104224.000

93918.908 104212.000

移設予定

箇所

主要地方道由岐　大西線 露田橋

1.2

5.2

1.9

福
井

川

【注】

q*;・本地形図の元図は「砂防基盤図（DM）」である。

・河川中心線は「H27測量業務」より転記した。

・2K3は「H27測量業務」の実測横断測点を示す。

・NO.21は「H23測量業務」の実測横断測点を示す。

・A-1は「H23測量業務」の基準点を示す。

・KBM1は「H27測量業務」の水準点（既設）を示す。

・大西警報局の旧位置は「R1浸水想定図作成業務」より転記した。

・移設位置は,現地測量を実施し用地境界を確認のうえ,適宜変更すること。

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

阿南市福井町大西

1/250

工 事 名

福井ダム

平面図

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

平 面 図
S=1/250

／

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

1 10

【大西警報局移設】

3500

350
0

大西警報局（移設）



0 10m

標 準 断 面 図

S=1/100

DL=-5.000

▽HWL=3.825m

▽+5.250(現況合わせ) ▽+5.350

▽+7.350

▽+7.550

※【床高】

1:1
.8

▽+3.643m（計画規模浸水位）

程度

河川定規断面

（1:2
.0）

（▽4.825m）

▽+6.103m（想定最大規模浸水位）

※【床高】=架台高+0.2m（R1浸水想定業務の測量結果より）

腹付盛土

GH=5.271(H27縦断図内挿高）

2K/245附近

現況【想定位置】

【移設】

敷地高▽TP+3.9m

基礎高▽TP+1.9m

床高▽TP+4.1m

【注】本横断面図は,既往成果（以下）の諸元を基に想定し作成したものである（実測ではない）。

  　 そのため盛土や局舎の計画高は現地に合わせて調整すること。

q*;(1)現況堤防高,HWLは「H27測量業務」の縦断面図に記載されている近傍距離標横断の高さから按分して求めた値である。

　・左岸現況堤防高…(2K/200)FH=4.804,(2K/300)FH=5.842 → (2K/245)FH=5.271

  ・HWL　　　　　 …(2K/200)FH=3.761,(2K/300)FH=3.904 → (2K/245)FH=3.825

(2)計画堤防高は「H27測量業務」の縦断面図より「HWL+1.0m」とする。

(3)計画堤防幅は「W=4.0m」とする(徳島県の河川と海岸より,福井川（対象箇所）Q=520m3/s→河川構造令よりW=4.0m）。

(4)横断形状は「H23測量業務」NO.20(2K100附近）の横断図を参考に作成した。

(5)想定浸水位（計画+3.643m,最大+6.103m）、局舎高（H=2.6m）、局舎架台高（H=2.0m）、局舎床高(架台高+0.2m）、基礎コン厚さ（t=0.5m）は、

 「H26 阿土福井ダム阿南・福井堰堤改良工事設備設計業務(1)」及び「R1阿土福井ダム阿南・福井浸水想定図作成業務」より転記したものである。

(6)局舎施設が現況の堤防天端に影響を与えない位置に計画することとし、標準断面位置（2K/245附近）では堤防法肩から0.5m程度の離隔を確保した。

局舎

局舎架台

局舎基礎

≪福井川≫

▽+2.023(現況合わせ)

平張コンクリート(現況)

t=10cm(推定)

500 500

平張コンクリート(t=10cm)

〔250〕 〔250〕

〔4000〕
※〔　　〕内は堤防横断方向寸法

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号1/100

工事名

標準断面図

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

／2      10

【大西警報局移設】
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1500程度
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50
0

3500
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0
0

2600

1
8
00

32
2
7

5
0
0

1000

4500

3500



路線名等

工事箇所

図 面 名

縮    尺

会 社 名

事業者名

図面番号

阿南市福井町大西

工 事 名

福井ダム

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

／

構造図

図  示

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

構　造　図 S=1:25

1
0
0

1
0
0

平 張 コ ン ク リ ー ト

S=1:25

σ28≧18N/mm

RC-40

（ 既 設 警 報 局 跡 ）

3 5 0 0

OD7-9

L
2

K
2

4
5

控

（既設）大西警報局

3 10

【大西警報局移設】

コンクリート

基礎材

2
5
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5
0
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900

3
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0
1

20
00

3500



工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

-

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

福井ダムシステム構成図(参考図)

／4      10

福井ダム　システム構成図(参考図)

【大西警報局移設】

風向・風速計

温度・湿度計

漏水位計

水質観測装置

地震計

地震計

ITVカメラ1

ITVカメラ2

予備バルブ

予備バルブ

予備バルブ

取水バルブ(φ400)

取水バルブ(φ400)

取水バルブ(φ700)

No.1予備バルブ
流調バルブ(φ300)流量計

流調バルブ(φ600)流量計

(φ700)

No.2予備バルブ

(φ700)

発電設備

地震観測装置

ITV操作卓

同軸避雷器

電話機

コードレス親機

電
話
交
換
機

NTT回線網

照明配電盤

動力配電盤

高圧受変電設備

予備発電機

耐雷トランス CVCF 分電盤

1φ AC100V

3φ AC200V

AC100V

各装置へ

(操作室に設置)

6600V

【福井ダム管理所】

多
重
無
線
装
置

同軸避雷器

【明神山中継局】

県庁へ

空中線空中線

453.00MHz 単一無線回線

(ダム情報転送用回線)

453.00MHz 単
一
無
線
回
線

(テ
レ
メ
ー
タ
・
警
報
用
回
線
)

凡　例

：対象局

：既設局

テレメータ

放流警報記録

防災行政用

無線設備

水位計(正)

水位計(副)

光送信機

機
側
伝
送
装
置

機
側
伝
送
装
置

機側伝送装置

光受信機

水位計変換器

光
ケ
ー
ブ
ル
接
続
盤
・
中
継
端
子
盤

貯水位計測装置

貯水位計測装置

入出力装置(PLC)

入出力装置

制御系LAN

時計装置

放流操作装置1

放流操作装置2

プリンタ(カラー)

情報系LAN

表示装置

警報盤

警報盤

情
報
入
力
・
提
供
装
置

阿南庁舎へ

NTT専用線

電話応答通報装置

光ケーブル

光ケーブル

NTT

入出力中継装置2

(気象観測装置)

回転灯

サイレン

スピーカ

集音マイク

雨量計

サイレン制御盤

自記記録計

有
線
観
測
・
警
報
装
置

（
音
声
増
幅
器
含
む
）

テ
レ
メ
ー
タ　
　
　
　
　

（
無
線
装
置
含
む
）

放
流
警
報
制
御
監
視
装
置

テレメータ

プリンタ

放流警報操作卓

中
継
局
装
置

警
報
装
置

同軸避雷器

【警報局】(馬路、 実用 )

スピーカ

集音マイク

回転灯

サイレン

サイレン制御盤

分電盤直流電源装置 耐雷トランス

警
報
装
置

同軸避雷器

【警報局】(中連、羽広)

スピーカ

集音マイク

回転灯

サイレン

サイレン制御盤

分電盤直流電源装置 耐雷トランス

河川情報表示盤河川表示制御盤

警
報
装
置

同軸避雷器

【警報局】(大西警報局)

スピーカ

集音マイク

回転灯

サイレン

サイレン制御盤

分電盤直流電源装置 耐雷トランス

小電力

空中線

空中線

空中線

接点伝送装置

小電力

接点伝送装置

分電盤直流電源装置 耐雷トランス

観測装置 水位計変換器

河川表示

制御盤

河川情報

表示盤

センサー

【水位局】(大西水位局)

無線LAN

操作室

操作室

宿直室

非常停止装置

機
側
操
作
盤

選
択
取
水

機
側
操
作
盤

放
流
設
備

U

H

B

多
重
無
線
装
置

【阿南庁舎】

水
防
情
報
受
信
装
置

水防情報端末

警報表示盤

大型モニタ遠隔監視装置

NTT専用線

福井ダムへ

警報表示盤

小電力 空中線

空中線

※システム構成は、現状のまま

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

河川維持用水用

非常放流用

選
択
取
水
用

気
象

堤
体
等

上
流
側

下
流
側



工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

-

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

配線系統図

／5      10

配線系統図

【大西警報局移設】

凡　例

：更新配線

：既設配線

：既　設

警
報
装
置

：取外し/再設置

同
軸
避
雷
器

サ
イ
レ
ン
制
御
盤

集
音
マ
イ
ク

回
転
灯

サ
イ
レ
ン

空
中
線

直
流
電
源
装
置

耐
雷
ト
ラ
ン
ス

分
電
盤

小
電
力
空
中
線

警報局( 馬路・中連・羽広・ 実用 ・ 大西 )

CV3.5sq-2C

CV3.5sq-2C

CV8sq-2C

CV3.5sq-2C

CVV-S 2sq-4C

10D-2V

10D-2V

CVV1.25sq-2C

CVV2sq-2C

CVV1.25sq-5C×2

CV2sq-2C

CV3.5sq-3C

IV5.5sq

局舎アース

IV5.5sqIV5.5sqIV5.5sq IV5.5sq IV5.5sq

CV3.5sq-2C

Cat5e(4P(屋外用))

（
ス
ピ
ー
カ ×

ス
ピ
ー
カ
接
続
箱

2

付属ケーブル×2

無

線

装

置

・
小

電

力

接
点
伝

送
装

置

含)

※2：局舎内設備間の配線/配管については、設備から

の取外し/再接続のみで配線/配管は流用

※1：屋外(柱)～局舎間の配線については、ケーブル

延長が異なるため更新。なお局舎移設位置が想

定のためケーブル長は想定で、最終のケーブル

長は現地にて確認のうえ決定すること。

(設備からの 取外し/再接続)

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西



0 10m

立面図、平面図(参考図)
S=1/100

DL=-5.000

▽HWL=3.825m

▽+5.250(現況合わせ) ▽+5.350

▽+7.350

▽+7.550

※【床高】

1:
1.8▽+3.643m（計画規模浸水位）

程度

河川定規断面

（1:2
.0）

（▽4.825m）

▽+6.103m（想定最大規模浸水位）

※【床高】=架台高+0.2m（R1浸水想定業務の測量結果より）

腹付盛土

GH=5.271(H27縦断図内挿高）

2K/245附近

現況【想定位置】

【移設】

敷地高▽TP+3.9m

基礎高▽TP+1.9m

床高▽TP+4.1m

【注】本横断面図は,既往成果（以下）の諸元を基に想定し作成したものである（実測ではない）。

  　 そのため盛土や局舎の計画高は現地に合わせて調整すること。

(1)現況堤防高,HWLは「H27測量業務」の縦断面図に記載されている近傍距離標横断の高さから按分して求めた値である。

　・左岸現況堤防高…(2K/200)FH=4.804,(2K/300)FH=5.842 → (2K/245)FH=5.271

  ・HWL　　　　　 …(2K/200)FH=3.761,(2K/300)FH=3.904 → (2K/245)FH=3.825

(2)計画堤防高は「H27測量業務」の縦断面図より「HWL+1.0m」とする。

(3)計画堤防幅は「W=4.0m」とする(徳島県の河川と海岸より,福井川（対象箇所）Q=520m3/s→河川構造令よりW=4.0m）。

(4)横断形状は「H23測量業務」NO.20(2K100附近）の横断図を参考に作成した。

(5)想定浸水位（計画+3.643m,最大+6.103m）、局舎高（H=2.6m）、局舎架台高（H=2.0m）、局舎床高(架台高+0.2m）、基礎コン厚さ（t=0.5m）は、

 「H26 阿土福井ダム阿南・福井堰堤改良工事設備設計業務(1)」及び「R1阿土福井ダム阿南・福井浸水想定図作成業務｣より転記したものである。

局舎

局舎架台

局舎基礎

≪福井川≫

空中線柱(既設)

空中線(既設)

スピーカ×2(既設)

スピーカ接続箱(既設)

集音マイク(既設)

サイレン(既設)

8素子八木型
小電力空中線(既設)

避雷針(既設)

※2：現況の局舎、空中線柱位置は想定のため

最終のケーブル長は現地にて確認のうえ

決定すること。

※1：空中線柱に設置されている屋外設備は現況

のまま。屋外設備～局舎間のケーブルのみ

ケーブル延長が異なるため更新。

:撤　去

:新　設

:移　設(もと)

:移　設(さき)

:既　設

凡　例

立面図

空中線柱(既設)

:造　成・基　礎

平面図

CVV2sq-2C(更新)

CVV 1.25sq-2C(更新)

10D-2V(更新)

メッセンジャーワイヤ(22sq)(新設)

CV2sq-2C(更新)

CV3.5sq-3C(更新)

Cat5e(4P(屋外用))(更新)

回転灯(既設)

500 500

▽+2.023(現況合わせ)

平張コンクリート(t=10cm)

平張コンクリート(現況)

t=10cm(推定)

立面図、平面図(参考図)

1/100

工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)
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〔250〕 〔250〕

〔4000〕
※〔　　〕内は堤防横断方向寸法

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

【大西警報局移設】
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大西警報局　機器配置図

1

2

3

5

6

4

A面

C面

B面D面

ケーブル引込口

屋外へ

機器配置図

S=1/10

a b

c

A面 立面図 B面 立面図

1

2

3

4

D面 立面図

3

5

6

ケーブル引込口

1

4

C面 立面図

S=1/20 S=1/20 S=1/20

S=1/20

2 2

6

5

a b

a b

a b

c c

1 直流電源装置

2 警報装置

5 耐雷トランス

6 分電盤

番号 機器名称 備　考

機器一覧

1kVA

無線装置 警報装置に実装

小電力接点伝送装置 警報装置に実装

3 サイレン制御盤

4 同軸避雷器

a

b

c 回転灯制御盤
サイレン制御盤

に実装

工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

図示

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

／7      10

【大西警報局移設】

機器配置図

凡　例

：取外し/再設置

：既　設

※1：設置位置は現況と同じ位置に再設置とし、

設備、装置は既設流用とする。

※2：分電盤、換気扇等局舎附帯設備は取外し/

再設置は行なわない。

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西
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NP1

巾木

換気扇25CMφ ガラリ

ケーブル引込口

小屋伏図

D 内視図C 内視図

B 内視図A 内視図

D 立面図C 立面図B 立面図A 立面図

コンセント

スイッチ

（SUS）

ケーブル引込口

（5ケ口）

エアーフイルター

機器収容架

電源引留金具

吸気フード

（5ケ口）

NP2

アース立上りソケット

（VE22）

L50X6

入り口

S=1/30 S=1/30 S=1/30 S=1/30 S=1/30

S=1/30S=1/30

S=1/30 S=1/30

※1 )本図は「H26 阿土 福井ダム 阿南・福井堤防改良工事

設備設計業務(1)」で作成された図面である。

※2 )設置は、現況局舎を移設する。

C

D B

A

エアーフィルター

換気扇25CMφ

踏み込み

吸気フード

（SUS）

機器収容架

有効開口800WX1800H

鋼製ドアー

ガラリ

HF32WX2

平面図

ケーブル引込口

（5ヶ口）

アース立上りソケット

（VE22）

局舎一般図(参考図)

電源引留金具

入り口

S=1/10

工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

図示

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

局舎一般図(参考図)
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Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

【大西警報局移設】
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　ただし、板厚制限による付着量については

　JIS規格を準拠すること。

1.鋼材表面は溶融亜鉛メッキ仕上げ(HDZ55以上)とする。

2.ボルト・ナット類は溶融亜鉛メッキ仕上げ(HDZ35以上)とする。

3.特記無き材質はSS400,STK400とすること。

 注記 

［-150×75×75×6

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
φ
16

▽GL

▽基礎天端

SGP 32A

丸鋼 φ13

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

L-50×50×4(2本)

XG22

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

XG22

SGP 32A

丸鋼 φ13

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H
-1
2
5×

1
25
×

6.
5
×
9

H-
12
5×

12
5×

6.
5×

9

H-
12

5×
12

5×
6.

5×
9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-125×125×6.5×9

▽GL

▽基礎天端

XG
2
2

XG22

B.PL-20

B.PL-20

4.当架台図面は既設同等仕様の参考図面であり、製作する際には

  実際に使用する局舎の仕様をもとに図面作成及び強度検討を行うこと。

架台基礎

正面図 側面図

平面図 大西警報局　局舎架台(参考図)

［-150×75×75×6

［-150×75×75×6

※1）本図は「H26 阿土 福井ダム 阿南・福井堰堤改良工事

設備設計業務(1)」で作成された図面である。

※2）設置は、現況の架台をそのまま移設する。

工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

1/20

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

局舎架台(参考図)

／ 9      10

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

【大西警報局移設】
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工事箇所

路線名等

図 面 名

縮  　尺

会 社 名

事業者名

図面番号

工 事 名

1/20

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

局舎架台基礎図(参考図)

／ 10      10

▽GL

▽基礎天端

6.当基礎図面は既設同等仕様の参考図面であり、施工する際には

  実際に使用する局舎・架台の仕様をもとに図面作成及び強度検討を行うこと。

正面図

平面図

大西警報局 局舎架台基礎図(参考図)

5.基礎出隅部分は、面取り(20mm)とすること。

4.鉄筋のかぶり厚さは60mm以上取ること。

　均しコンクリート　　　　  Fc=18N/mm2

3.コンクリート設計基準強度  Fc=24N/mm2

2.鉄筋はSD295Aを使用すること。

 注記 

1.ネジ部及びナットは溶融亜鉛メッキ(HDZ35以上)を施すこと。

砕石
均しコンクリート

D13

D13

▽GL

▽基礎天端

側面図

砕石
均しコンクリート

D13

D13

D13

D13

鉄筋数料表

合　計

記　号 種　　別 直径(mm) 長さ(m) 数量(本) 延長(m) 重量(Kg)単位重量(Kg/m)

D13 3.90 36 140.40 0.995 139.70

SD295A　　D13 292.53

a

b

c

D13 3.90 36 140.40 0.995 139.70

コンクリート

数料表

砕石(RC-40)

型枠

m 13.690
2

単位 数値項目

m
3

m
2

6.125

7.000

24-12-25

均しコンクリート

18-8-40
m

3
0.685

3.7x3.7=13.69

3.5x3.5x0.5=6.125

3.5x0.5x4=7

3.7x3.7x0.05=0.6845

t=10cm

D13 3.30 4 13.20 0.995 13.13

※1）本図は「H26 阿土 福井ダム 阿南・福井堰堤改良工事

設備設計業務(1)」で作成された図面である。

※2）移設後の基礎の構造・寸法は現況と同じとする。

算式

均し型枠 m
2

0.740 3.7x0.05x4=0.74

Ｒ７阿土　福井ダム　阿南・福井　警報局浸水対策工事

福井ダム

阿南市福井町大西

【大西警報局移設】
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